


１人が１日につかう
水のりょう（2015年）
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東京都水道局 2015 年度　一般家庭水使用目的別実態調査より

ポイント！
くらしの水を

かんがえる

井戸ができる前は、水は近くの
川の上流からおけでくんでいま
した。昭和 29 年（1954）ごろ、
井戸をほり、のみ水にしたり、
家畜にやったりもしました。

（工藤さん）

竹のつつをつかって、山の水を家
の中のミズブネに直接ながれるよ
うにしていました。あふれた水は
家の前の池（写真）にながれこみ、
この池ではせんたくをしたり野菜
をあらったりしていました。

( 江向さん）

用水から引いた川の水をつかい
ました。のみ水にもあらいもの
にも同じ水をつかっていたので、
のみ水は早朝か夜おそくにくん
で、カメに入れておきました。

（広瀬さん）

山田さんの家のミズブネ

江向さんの家の前の池（昔のようす）

佐々木さんの家の井戸

井岡さんの家のミズガメ

水などをはこんだテンビンとおけ

ミズガメをいっぱいにするため
には、何おうふくかしなければ
なりませんでした。はこぶのに
はテンビンをつかいました。

（岩澤さん）





・100 万年以上前

昭和 3 年（1928）に電気が入る前
は、「つるすランプ（石油ランプ）」
だった。しかし、ランプのない家
もあり、そうした家では石油を皿
に入れてポーっともやしていた。

（工藤さん）

ランプをつけるのは作業にさし
つかえるときだけだった。食事
のときはつけても、すんだら
けしてしまう。ふだんはいろり
の火があるだけだった。
便所は外にあった。ロウソクな
どはなかったので、かようとき
はヒョウビアブラをともしてさ
げていった。「ヒョウビアブラ」
とは、ヒョウビ（イヌガヤ）の
実をしぼったもの。これをひょ
うそく（写真）に入れ、灯心を
さしこんで火をともした。この
ほか、アンドンもつかった。

（山下さん）

雪がつもったり雪がこいをした
りすると、昼でもまっくらにな
り、あかりがひつようになる。
停電のあいだはガラスのロッカ
ク（六角アンドン）でロウソク
をともした。
アンドンやランプ、カンテラも
すみやき小屋でつかっていた。

（野原さん）

ポイント！
くらしのあかりを

かんがえる

江向さんの家のいろり

伊藤さんの家のランプ

雪がこいをした菅原さんの家

アンドン

油で火をともす油皿

火のあかりのじだい 電気のあかりのじだい

木をもやす 油やろうそくをもやす 石油やガスをもやす 電気をつかう

・江戸時代（1603 ～）
  植物の種や魚から作られた油

  ロウソクが広まる ・明治 5（1872）年

  ガス灯の登場

・1800 年代に電灯が発明される

・白熱電球
・蛍光灯

・LED

・江戸時代終わりごろ（1853 年ごろ）
  石油ランプが日本に伝わる

ひょうそく


